
〔
書
道
部
〕

第
19
回
県
書
道
会

席
書
会
書
道
（
毛

筆
の
部
）
県
書
道

会
賞

折
田
涼
音

（
１―

６
・
谷
山

北
中
）

（
毛
筆

の
部
）
県
書
道
会

賞

杉
本
玲
彩
（
１―

４
・
谷

山
北
中
）

（
硬
筆
の
部
）
準

大
賞

池
田
萌
子
（
２―

３
・

紫
原
中
）

（
硬
筆
の
部
）
県

書
道
会
賞

水
口

凜
（
１―

１
・
紫
原
中
）

（
硬
筆
の
部
）

県
書
道
会
賞

水
川
神
楽
（
３

―
１
・
天
保
山
中
）

第
62
回
南
日
本
硬
筆
展

硬
筆

南
日
本
芸
術
学
園
賞

水
川

神
楽

第
18
回
西
郷
を
し
の
ぶ
書
道
展

大
賞

杉
本
玲
彩

鹿
児
島

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
賞

中
尾
美
心
和
（
２―

６
・
紫
原

中
）

第
36

回
県
高
校
揮
毫

大
会

優
秀
賞

東

條
和
奏
（
２―

１
・

東
谷
山
中
）

山
口

幹
正
（
２―

３
・
吉

野
中
）

竹
之
下
奈

那
（
２―

４
・
紫
原

中

）

西

元

悠

斗

（
１―

１
・
西
紫
原

中
）

杉
本
玲
彩

〔
吹
奏
楽
部
〕

第
49
回
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル

木
管
楽
器
部
門
最
優

秀
賞

原
口
七
來
（
２―

７
・

武
中
）

金
管
楽
器
部
門
最
優

秀
賞

川
畑
莉
都
（
３―

７
・

川
内
南
中
）

打
楽
器
部
門
最

優
秀
賞

内
田
花
音
（
３―

７
・

武
中
）

第
73
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル

高
等
学
校
の
部

金
賞

第
49
回
全
九
州
高
等
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル

木
管
楽
器
部
門

銀
賞

原
口
七
來

打
楽
器
部

門
金
賞
・
グ
ラ
ン
プ
リ

内
田

花
音

第
35
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

テ
ュ
ー

バ
部
門
高
校

の
部

第
１

位

二
俣
心

美
（
２―

７
・

武
岡
中
）

〔
音
楽
部
〕

第
80
回
九
州

合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
県
大
会

金
賞

第
80
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

銅
賞

〔
声
楽
関
係
〕

第
49
回
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル

声
楽
部
門

最
優
秀

賞

柏
木
勇
人
（
３―

７
・
鴨

池
中
）

昭
和
音
楽
大
学
高
校
生
の
た
め

の
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル

声
楽
部

門
優
秀
賞

柏
木
勇
人

第
79
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本

高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

優
良
賞

柏
木
勇
人

〔
美
術
部
〕

第
４
回
枕
崎
国
際
芸
術
賞
展

優
秀
賞

逆
瀨
川
瑠
伽
（
３―

８
・
緑
丘
中
）

第
26
回
高
校
生
国
際
美
術
展
美

術
の
部

佳
作

石
原
真
緒

（
２―

８
・
川
内
南
中
）

第
27
回
あ
く
ね
洋
画
展

高
校

生
賞

井
上

詩
（
２―

８
・

紫
原
中
）
、
原
口
陽
向
（
１―

８
・
吉
野
東
中
）

第
21
回
き
り
し
ま
美
術
大
賞
展

自
由
部
門

奨
励
賞

中
敷

領
藍
里
（
２―

８
・
桜
丘
中
）

第
18
回
南
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
美
術

展

昴
賞
・
優
秀
賞

新
田
真

央
（
３―

８
・
市
来
中
）

昴

賞
・
優
秀
賞

小
倉
若
菜
（
１

―

８
・
帖
佐
中
）

２
０
２
５
松
陽
ア
ー
トi

n

ま
つ

も
と

最
優
秀
賞

山
口
蒼
音

（
２―

８
・
甲
南
中
）

優
秀

賞

小
倉
若
菜

人
気
作
品
大

賞

小
濵
あ
お
い
（
２―

８
・

城
西
中
）

人
気
作
品
賞

前

田
陽
菜
（
１―

８
・
垂
水
中
央

中
）

〔

陸
上
競

技
部
〕

県

高

等

学

校

新

人

陸

上

競

技

大

会

女

子

１

０

０

Ｍ

第

１

位

花

木

美

優

（
１―

５
・

川
内
南
中
）

女

子

２

０

０

Ｍ

第

２

位

花

木

美

優

男

子

８

０
０
Ｍ

第
３
位

岩
﨑
玲
音

（
２―

２
・
谷
山
北
中
）

第
77
回
鹿
児
島
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
少
年
女
子
１
０
０
Ｍ

第

２
位

岡
本
莉
央
（
２―

３
・

川
内
南
中
）

少
年
男
子
１
５

０
０
Ｍ

第
３
位

黒
葛
琉
碧

（
３―

３
・
伊
集
院
中
）

全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会
新

人
陸
上
競
技
大
会

８
０
０
Ｍ

５
位

岩
﨑
玲
音

〔
文
芸
同
好
会
〕

第
25
回
県
高
校
生
文
芸
コ
ン
ク
ー

ル

文
芸
部
誌
部
門

優
秀
賞

散
文
部
門
優
秀
賞

黒
木
翔

太
（
２―

１
・
武
中
）

散
文

部
門
優
良
賞

山
本
侑
加
（
２

―

３
・
桜
丘
中
）

〔
新
聞
同
好
会
〕

第
29
回
全
国
高
校
新
聞
年
間
紙

面
審
査
賞

奨
励
賞

南
日
本
新
聞
社
主
催
第
73
回
学

校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

第
２
席

〔
英
語
関
係
〕

第
41
回
校
内
英
語
ス
キ
ッ
ト
・

弁
論
大
会

ス
キ
ッ
ト
の
部

最
優
秀
賞

小
倉
若
菜
・
下
小

牧
桃
花
（
１―

８
・
重
富
中
）

弁
論
の
部

最
優
秀
賞

西

田
妃
雛
（
２
ー
２
・
伊
集
院
中
）

鹿
児
島
国
際
大
学
「
中
学
生
・

高
校
生
英
語
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
５
」
高
校
生
課
題
俳
句

部
門

南
日
本
新
聞
社
賞

西

田
妃
雛

審
査
員
特
別
賞

田

嶋
結
月
（
３―

１
・
伊
集
院
中
）

鹿
児
島
純
心
大
学
ス
キ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト

金
賞

Ｋ
Ｙ
Ｍ
Ｒ

（
キ
ー
マ
ー
・
グ
ル
ー
プ
名
）

〔
校
内
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
〕

男
子

第
１
位

玉
置
永
久

（
２―

１
・
岳
南
中
）

第
２

位

髙
城
宏
眞
（
２―

３
・
清

水
中
）

第
３
位

武

蓮
之

介
（
１―

２
・
松
元
中
）

女
子

第
１
位

山
田
彩
葵

（
１―

６
・
皇
徳
寺
中
）

第

２
位

住
吉
虹
花
（
１―

６
・

星
峯
中
）

第
３
位

東

か

れ
ん
（
２―

１
・
伊
敷
中
）
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本
校
の
注
目
生
徒
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
「
煌
め
く

（
き
ら
め
く
）
松
陽
生
」
。
今
回
は
、
陸
上

競
技
短
距
離
走
を
駆
け
抜
け
る
花
木
美
優
さ

ん
だ
。
花
木
さ
ん
は
10
月
３
日
か
ら
５
日
間
、

滋
賀
県
で
行
わ
れ
た
第
79
回
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、

４
×

１
０
０
Ｍ
リ
レ
ー
、
少
年

女
子
Ｂ
１
０
０
Ｍ
に
出
場
、
今

後
の
活
躍
に
も
期
待
さ
れ
て
い

る
松
陽
の
ニ
ュ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
だ
。

Ｑ

陸
上
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ

も
と
も
と
走
る
こ
と
が
好

き
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

普
段
ど
の
よ
う
な
練
習
を
し
て
い
ま
す

か
？

Ａ

ウ
エ
イ
ト
や
ス
プ
リ
ン
ト
ド
リ
ル
、
陸

上
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
練
習
を
し

て
い
ま
す
。

Ｑ

陸
上
を
し
て
い
て
嬉
し
か
っ
た

こ
と
や
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

Ａ

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
ラ
イ
バ

ル
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
陸
上
の
知

り
合
い
や
気
の
合
う
友
達
が
で
き
た

こ
と
で
す
。
ま
た
、
大
変
だ
っ
た
こ

と
は
、
き
つ
い
練
習
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
あ
ま
り
結

果
が
出
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

走
る
時
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
？

Ａ

私
は
走
る
時
に
焦
っ
て
し
ま
う
と
腰
が

そ
っ
て
し
ま
う
癖
が
あ
る
の
で
、
焦
ら
な
い

こ
と
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会

の
時
に
緊
張
し
て
し
ま
い
体
が
が
ち
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
最
善
の
結
果
が
出
せ

る
よ
う
に
不
安
な
こ
と
を
考
え
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

国
ス
ポ
に
出
場
し
て
感
じ
た
こ
と
は
？

Ａ

全
国
の
舞
台
に
立
っ
て
、
改
め
て
全
国

の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
課

題
を
さ
ら
に
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
？

Ａ

来
年
の
目
標
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
入
賞
す
る
こ
と
で
す
。

全
体
の
目
標
は
、
全
国
の
大
会
で
優
勝
す
る

こ
と
、
高
校
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
１
０
０
Ｍ
11
秒
台
、
２
０
０
Ｍ
24
秒

半
ば
台
の
タ
イ
ム
を
出
す
こ
と
も
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
花
木
さ
ん
の
名
前
が
全
国
の

舞
台
で
轟
い
て
い
く
だ
ろ
う
。〔

内
野
心
春
〕

10
月

31
日
、
新
聞
同
好
会

は
、
秋
田
県
立
能
代
松
陽
高
等

学
校
新
聞
文
芸
部
と
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
会
を
行
っ
た
。
新
聞
部

の
顧
問
向
け
の
全
国
研
修
会
で

発
表
さ
れ
て
い
た
能
代
松
陽
高

校
の
顧
問
の
先
生
に
、
本
校
顧

問
が
交
流
を
も
ち
か
け
た
こ
と

で
実
現
し
た
。

交
流
で
は
ま
ず
、
お
互
い
の

学
校
に
つ
い
て
紹
介
。
能
代
松

陽
高
校
は
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

ロ
シ
ア
語
が
履
修
で
き
国
際
交

流
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、

陸
上
部
や
書
道
部
が
活
躍
し
て

い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
令
和
８
年
度
に
開
催
さ
れ

る
秋
田
総
文
に
向
け
て
部
員
を

確
保
す
る
た
め
に
新
聞
部
か
ら

新
聞
文
芸
部
に
な
っ
た
こ
と
が

説
明
さ
れ
た
。

次
に
、
お
互
い
の
新
聞
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。
能
代
松

陽
高
校
の
新
聞
は
業
者
印
刷
で
、

見
出
し
の
デ
ザ
イ
ン
が
凝
っ
て

い
て
、
読
者
の
興
味
を
引
く
レ

イ
ア
ウ
ト
が
特
徴
。
ま
た
、
記

事
の
表
現
が
豊
か
で
、
着
眼
点

に
も
驚
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
新

聞
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
っ
て
い

る
こ
と
や
学
校
の
周
り
の
地
域

に
着
目
し
た
記
事
を
重
視
し
て

い
る
共
通
点
も
あ
っ
た
。
こ
の

交
流
を
今
後
の
新
聞
制
作
に
生

か
し
た
い
。

〔
米
倉
京
夏
〕

松陽生
２学期の活躍

「松陽」つながりで
オンライン交流

能代松陽（のしろしょうよう）高

校は秋田県能代市にある学校

で、２０１３年に能代市立能代

商業高校と県立能代北高校が

統合してできた。

全校生徒は現在５１４人。普通科、情報ビ

ジネス科、国際コミュニケーション科がある。

松陽の「松」は能代のシンボル「風の松原」を，

「陽」は活気あふれる校風への期待を示して

いる。スクールカラーはマゼンタ（鮮やかな赤

紫）。新聞文芸部は「松陽新聞」という新聞

を発行している。

秋
田
で
は
熊
の
出
没
に
日
々

警
戒
し
て
い
る
と
い
う

第７９回瀧廉太郎記念全日本高等学校

声楽コンクールで優良賞に輝いた柏木

勇人さん（３－７・鴨池中） 瀧廉太郎の

肖像画と胸像前で撮影

花木 美優さん

は な き み ゆ

(１-５)川内南中出身

陸上競技

Q，下の選択肢のうち、全国
で実際に存在する、校名に
「松陽」がつく高校はどれで
しょう？
①神奈川県立松陽高等学校
②岐阜県立本巣松陽高等学校
③兵庫県立松陽高等学校
④茨木県立取手松陽高等学校

※答えは、４面にあるよ。

「2025松陽アートｉｎまつもと」で受賞の４人。左から小濵さん，山
口さん，小倉さん，前田さん。絵は最優秀賞（左上），優秀賞（左
下），人気作品大賞（右上），人気作品賞（右下）

松陽菜子
MATSU   HINAKO

のクイズタイム！

吹
奏
楽

声
楽

書
道

美
術

陸
上
が
活
躍

秋田県立能代松陽高校 新聞文芸部

鹿児島県立松陽高校 新聞同好会

※「松陽生２学期の活躍」で未掲載の表彰は次号に掲載します。

※
写
真
は
学
校

Ｈ
Ｐ
か
ら


